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This thesis observes feature of urban infrastructure. Infrastructure is one of the most important factor that 
you plan an architecture. Because infrastructure solves local problem of geology. In other words, social 
foundation. Then I survey how is the relation between infrastructure and architecture. 
And there is water supply pond in Noge, Yokohama. It has not been used now. I try to convert it to 
Museum of Art. I make new relationship between feature of infrastructure and architecture. It is unveiled and 
made a comeback to present time axis. 
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１． はじめに 
この日本という国では都市に歴史が蓄積されにくい。 
都心部で言えば戦火や大震災によって歴史の流れが何
度も分断された事を背景に、木造中心の建築の耐用年数
の短さ、輸入された建築様式による混乱、資本主義に振
り回され建築の在り方や土地性を軽んじてきた事など、
様々な要因により起きた状況だ。現在はその改善の為に
色々な事が試されている段階と言える。 
そのような中で今回私が関心をもったのは、都市の歴
史を刻むインフラや土木的な構造物であった。 
普段、人々はその存在を当然のものとして受け入れ生
活しているが、その様な「当たり前」こそ、その地域の
特性を決めるもとになり、歴史性を持った設計の手がか
りになると考えた。 
私は修士設計において神奈川県横浜市西区の野毛山公
園にある、市民の生活水を供給していた配水池が埋もれ
たままになっていることに着目し、そこに美術館の設計
をすることで、使われていない、遺構にも成り切れてい
ない配水池を現在の時間軸の中に引き戻し、都市の歴史
的な厚みに変えることを提案する。 
なぜ美術館なのかというと、これまでの美術館、とく
にニューヨーク現代美術館以降は美術品を鑑賞する空間
に余計なものが入り込むのを嫌い、過剰に廃除する傾向
にあった。しかし現在、美術品はもっと文化的、社会的
文脈にもとづいて見られるべきという声にともない見直
す方向にある。そのような流れから、配水池という歴史
的建造物（旧インフラ）を美術館の側も利用することで 
社会的なつながりを確保することになるという思惑で
ある。それでいて、配水池との間にある種の違和感とし
て美術館をぶつけることでお互いの存在を浮き彫りにで
きるとも考えている。 
本論文は、１、インフラストラクチャー ２、インフ
ラと建築 ３、美術館研究 ４、美術館事例  
そしてそれを反映した５、設計で構成されている。 
 
２． 研究・設計要旨 
（１）インフラストラクチャー 
私がインフラに着目したのは、都市に必要不可欠な要
素で、どこにでも在り、ゆえに土着的な観点から成り立
っているものが多く、その地域を印象付ける大きな存在
であるということからである。 
日本で建築を設計もしくはデザインする際に何を手掛
かりにするのかと考えたとき、その地域のインフラに目
を向けてみることが必要なのではないかと考えた。 
もちろんその前段階として地形というものもあるが、
その地形を克服するためにいくつかのインフラというも
のは存在しておりそれはその土地土地の人が独自に構築
したものであり、地域性をより持っている。 
インフラは住宅のような建て替えの周期が早いもので
はなく、むしろそのような変化を受け止める基盤
（Infrastructure)なのである。 
その意味では神社仏閣もインフラとして見ることが出
来る。神社ならばその土地の氏神をまつることで力を借
り、一帯の問題を克服しようとし、精神的な安らぎを求
めた。今もあちこちに残っているのは、その土地に必要
なインフラだからであり、皆が維持しようとつとめるか
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らである。 
このような観点からインフラというものの建築設計に
対する重要性を感じ修士設計にも取り入れることとなっ
た。 
（２）インフラと建築 
現代に入り、それまで使用していたインフラが不要に
なったり、老朽化したものが多く表れてきた。 
それらは大概、取り壊されることになるが、都市の重
要な機能の担い手として歴史を作ってきたことから、保
存しようとする動きもある。その時、今までの用途では
なく、別の用途へとコンバージョンされ、インフラはそ
れまでと違う建築への影響の与えるようになる。インフ
ラが建築の中に取り込まれたり、建築の敷地、土台にな
ったり、公共のオープンスペースとして開かれたり、形
が変わるわけでなくとも意味合いが変わることで、違っ
た印象を生むことになるのだ。さらにそれは、歴史的な
要素を含んでいるので、都市の中での価値が高まって市
民にも認識される。 
また、保存とは別に、デッドスペースでしかなかった、
インフラの中や下のスペースなどを利用するパターンも
あり、その時、インフラはその土木的スケールにより、
そこに作られるものにとっての、器のようになる。 
完全に一体とならない分だけお互いの関係が繊細に保
たれていて、その既成概念にない姿が人の注目を集める。
この場合も、２つの別の機能、用途の相対的な関係が周
辺へと新しい影響を生む。 
どの例にしても、いずれかのインフラが長い間、都市
にあり続けることでその地域に特性を与え、その後、築
かれていく周辺の建築や、新たなインフラにある統一感
を導き出すと考えている。 
ゆえに、都市にとって重要なのだと言える。 
（３）美術館研究 
ここまで、インフラというものに対しての考察と事例を
述べてきたわけだが、今回の修士設計の用途そのものは
美術館である。 
ゆえに３、４章では、簡単ながら美術館についての研究、
分析をしてる。 
現在の美術館の置かれている状況というのは、順風満帆
とは言えず試行錯誤が続いている。 
それは、運営の問題だけではなく、建築（建築家）がど
のように美術館（美術）に向き合うべきなのかが問われ
ているということである。 
もちろん、運営側と建築家の間の問題もまた問われてい
る。特に現代美術という枠組みが出てきたことがこれら
の問題を複雑にしているように思う。 
ホワイトキューブ、ブロックバスター展など現代の美術
館が向き合わなければならないものは一筋縄でいくもの
ではなく、色々なことに折り合いをつけていく中で生ま
れてしまった問題である。 
今回の修士設計がそのすべてを解決することを目的と
しているわけではないが、美術館というものを考察し、
設計に結びつけるためのものである。 
（４）美術館事例 
ここでは、個別の美術館を取り上げその中にある個別
の要素から、今回の修士設計の参考になるようなものを
拾い上げ、活かそうというものである。 
結果的に今回挙げた事例を見ると、全てが外部との関
係に対する操作の事例になった。 
これは、美術館が完全に外部との繋がりを絶つことは
ないということだろう。また、この修士設計においては、
建築の構成上は内部である配水池の躯体も外部（環境）
という認識で捉えるべきだろうと考える。 
（５）設計 
埋れた遺構であるインフラと美術館を掛け合わせるこ
とで、地域の歴史性を含んだ建築であり、美術館の新し
い形を表現した設計である。そして旧配水池を現在の時
間軸に引き戻し人々に認識させる目的がある。 
 
３.おわりに 
インフラの都市での地域性、歴史性、土木構造物的の
大きさを利用することの可能性を認識し、その利用法に
も制限はなく様々な使い方ができることを示した。この
ことから、今後の建築の設計のなかで、デザインを決定
づける大きな要素となるだろう。 
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